
「 郷還りの時代～１年に１組の定住で未来は変わる」

島根県中山間地域研究センター 研究統括監
島根県立大学連携大学院教授 藤山 浩
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島根県における農業引退（畦畔除草を辞めた時期）の平均年齢は76.7歳[農技C]

島根県中山間地域・
基幹的農業従事者

2010年農業センサス

島根県中山間地域町村
部「昭和ひとけた」
全体人口の予測

２００５年 ７０～７９歳 31,801人

２０１０年 ７５～８４歳 27,196人

２０１５年 ８０～８９歳 20,753人

２０２０年 ８５～９４歳 15,707人

田舎の危機



美鈴が丘団地 1988年
（国土交通省国土計画局）

都市の危機

●2015年＝都市団地の高齢化率、田舎超過！
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2015年
団塊世代、全員
高齢者へ
＜団地の限界＞



平成２３年3月11日 東日本大震災

国土の危機

太平洋側壊滅の恐れも→山陰の重要性

南海トラフ巨大地震の危険性



地球
6層の循環圏

日本

地元＝「郷」
（一次生活圏）

集落

世帯

パート
ナーエ
リア

地方都市
（二次生活圏）

大都市

輸入

地元循環圏
の再構築

＜従来＞

郷還り
＝人口還流

海外・大都市からの非再生エネルギー、食料、工業製品
の大量流入＋中山間地域の条件不利（小規模・分散性）

地球
温暖化

小規模・分散的な
再生可能資源

大規模
災害

「循環の経済」

「規模の経済」

＊団地等

中心テーマ

地元の循環を取り戻す
「つながり」の再生

輸出

＊近隣で複合的なネットワーク

毎年何人のU&Iターンが必要？

毎年各１組
30代前半子連れ夫婦

20代前半男女、60代前半夫婦
の計７人

流入増で変わる地域の未来



１．現在の年齢構成

人口579人、高齢化率44％
の基礎的な生活圏（益田市二条地区）
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３．現状推移シナリオ（2005～2010年動態が継続）
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４．小・中学生の人口予測（現状推移シナリオ）
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５．U&Iターン増加シナリオ
●想定条件＝30代前半夫婦（４歳以下の子供）と20代および60代前半
男女が毎年、各１組流入増加
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６．小・中学生の人口予測（U&Iターン増加シナリオ）
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危機：このまま行くと
人口減少・高齢化・少子化
が止まらない！

行動：各地区で毎年１～３
組の定住増加を実現

山間部でも小学生を増やしている地域あり
（2005～2010年国勢調査）

この10年間で先着5,000名宣言

自治体の人口定住プラン
（益田市試作）

地区名
2010
人口

2010
高齢化率

2010
小学生

2020
人口

2020
高齢化率

2020
小学生数

鎌手 1,836 35.8 67 1,486 46.7 63
種 318 40.9 11 251 49.3 5
小野 1,738 37.7 83 1,412 48.6 51
真砂 408 45.6 20 309 52.0 15
西益田 4,281 33.6 206 3,707 42.9 205
中西 2,092 31.4 104 1,863 38.1 106
都茂 1,083 42.3 46 851 54.4 30
東仙道 917 35.0 52 711 42.9 28
二条 579 44.4 25 409 49.5 13
二川 254 46.1 13 174 53.2 2
美濃 372 44.9 14 296 51.9 12
匹見下 311 67.2 4 231 69.3 5
匹見上 906 53.3 34 695 58.2 18
豊川 925 30.9 65 734 41.4 23
北仙道 526 39.5 17 425 47.8 20
道川 167 52.1 5 143 50.4 4
安田 4,172 28.8 229 3,699 42.2 182
益田 6,310 25.8 387 5,519 30.9 263
吉田 13,858 26.6 742 13,314 32.6 727
高津 8,897 29.5 544 7,811 37.8 411

合計・平均 49,950 39.6 2,668 44,040 47.0 2,183

●未来人口シナリオ１ 「このまま現状で推移すれば、、、」 人
口
５
千
人
減
、
高
齢
化
率
50
％
近
、
小
学
生
５
０
０
人
減



●未来人口シナリオ２ 「毎年207組・483人の定住増加を実現！」

地区名
子連れ
ターン増
加組数

若者ター
ン増加組
数

定年帰郷
増加組数

2020改善
人口

2020改善
高齢化率

2020改善
小学生数

鎌手 2 2 2 1,652 43.2 76
種 1 1 1 334 39.9 12
小野 3 3 3 1,662 43.1 68
真砂 1 1 1 398 42.8 22
西益田 5 5 5 4,170 39.6 240
中西 2 2 2 2,037 35.8 121
都茂 2 2 2 1,007 48.0 41
東仙道 3 3 3 961 34.8 44
二条 1 1 1 491 43.3 19
二川 1 1 1 273 37.9 5
美濃 1 1 1 384 42.5 19
匹見下 1 1 1 368 46.7 23
匹見上 2 2 2 860 49.6 31
豊川 3 3 3 980 34.0 40
北仙道 1 1 1 509 41.7 26
道川 1 1 1 267 30.5 8
安田 7 7 7 4,281 38.1 220
益田 11 11 11 6427 28.1 317
吉田 7 7 7 13,942 31.6 763
高津 14 14 14 9010 34.3 493

合計・平均 69 69 69 50,013 39.3 2,588

■
人
口
５
万
人
超
、
高
齢
化
率
40
％
未
満
、
小
学
生
維
持

全県定住カルテ・マップ分析 ②子ども数増減率
＜４歳以下人口、2005～2010年）



全県定住カルテ・マップ分析
③必要子連れターン組数（毎年）

中山間
226
地区
＊激増１
地区を除
く

平均世帯
数

平均人
口

人口
増減
率

平均
高齢率

平均小学
生数

子連れ＆
若者＆定
年ターン
必要増加
数（平
均）

2005 518戸 1471人 36.5％ 77人 年間2.4
組・15人

増
（年間

542組増

加）

2010 504戸 1370人 -6.9% 38.4％ 66人

2020
（予測）

1150人 -
16.0 %

43.0％ 51人

定住人口カルテによる2005年、2010年、2020年比較

島根県中山間地域全体で、年間５４２組、3794人の増加が
必要＝首都圏人口3,562万人のおよそ１万分の１



イタリア山村の豊かな生業

手打ちパスタ 伝統チーズ

建具も地元の職人が 薪の活用
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＜イングランドにおける1981~2002年の田園回帰
2002年現在人口 田園地域1,410万人、都市地域3,540万人＞

The Countryside Agency, (2004), 
“The state of the Countryside 2003”, The Countryside Agency 

背景：

美しい環境の中で
の質の高い暮らし，
犯罪の少なさ，

田園関係の仕事
や趣味

地域社会への参
加意識 53

定住を受けとめる
地元の八角形
を創ろう！

仕事自然

子育て 情報
発信

生活

2.0

文化

ｺﾐｭﾆﾃｨ

住宅

軸

暮らしの意志

「ここで一緒に
暮らそう！」

ｺﾐｭﾆﾃｨ
住宅

仕
事

生活

子育て

自然

文
化

情報
発信

バラバラでは
定住は困難

地元の「心の軸」を立て、
地元ならではの
強みを活かし、弱みを補う
つながりある
定住の物語を！ 4



分野横断、複合的な
組織、人材、拠点の
仕組み

地元の安定した暮らし
＝定住

各分野が揃った
生活サービス

多様な雇用・
収入の機会

交

通

加

工

●課題：単独事業での持続性、収益性、雇用力の低下

中山間地域の課題解決＝分野横断・複合的 ●
総
合
的
な
定
住
条
件
実
現
方
向

●地域の取り組み促進方向

地元、市町村の
受け入れ体制

協働

カルテ活用

従来型
地域運営
の問題点

行政産業（事業）

住民（コミュニティ）

集
落

集
落

集
落

集
落

集
落

集
落

集
落

集
落

連合自治会

グループ
活動

グループ
活動

公民館地区
社協 地区

振興
センター

支所

地域振興
関係課

福祉
関係課

農林
関係課

商工
関係課

営農法人
①

小学校
等

営農法人
②

直払い①

農地・水

福祉法人

地元商店
建設業

直払い②

産直市、
加工所

観光

交通

×分野ごとの縦割り対応・支援×事業体ごとの個別展開

×横並び
の取り組
み、年間行
事等の消
化

×地域全体のつなぎ役、実行部隊が不在

→地域の力
が結集でき
ない！！

市民学習
関係課



事務局スタッフ兼務

行政産業（事業）

住民（コミュニティ） （
地
域
自
治
組
織
）

●
●
地
区
振
興
協
議
会

運営委員会

会長等

事務局

自
治
会
・
集
落

自
治
会
・
集
落

自
治
会
・
集
落

自
治
会
・
集
落

＜地域連携＞＜分野連携＞

産
業
部
会

定
住
部
会

子
育
て
部
会

福
祉
部
会

防
災
部
会

拡大
運営委員会
（円卓会議）

地区振興
センター

公民
館

地区
社協

関係
各課

市民学習
○地域振興
農林
商工
福祉

＊
単
位
再
編
も

商工
関係 福祉

関係

小学
校等

営農
組織 産直

加工

エネル
ギー

横つなぎ
型法人

●●地区支援チーム（分野横断型）
市役所職員現場配置＋地区担当制

横つなぎ型法人の設立（分野横断型）
複数事業の合せ技や会計業務の集約など

新しい
地域運営
の三角形

地域ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

集落支援員

地域おこし
協力隊

支援人材も
ﾁｰﾑの一員
として位置づけ

中核の結節機能を担う法人組織の必要性と役割分担の設定

着任時の自分を取り巻く「地元関係図」
～いき活きランドを中心に

いき活き市

中西地区振興センター

センター運営委員会 公民館運営委員会

★

●

●

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

●地区住民
（顧客）

一般農家
（商品）

生産農家
（商品）

ドコモ

協賛事業所

市内に出掛けて買物

凡 例
★ 本人
● 地域住民
■ 行政職員
▲ 外部人材、専門家

集落等

行政組織

民間組織

企業等

拠
点

自家消費、廃棄

ＪＡ／キヌヤ等出荷、余剰

川登自治会

内田自治会

金地羽原自治会

虫追自治会

市原自治会

白上自治会

宝 自治会

松原自治会

中垣内自治会

連合自治会

社会福祉協議会

老人クラブ連合会

食生活改善委員

域 外

ヘルスポイント

サポート

サポート

協力

8

地元つながり図の見本①

益田市中西地区



現在の自分を取り巻く「地元関係図」 ～いき活きランドを中心に

いき活き市

中西地区振興センター

センター運営委員会 公民館運営委員会

★

●

●

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

●地区住民
（顧客）

一般農家
（商品）

生産農家
（商品）

（株）エイト

（株）ひきみ

その他協賛企業

協賛事業所

市内に出掛けて買物

凡 例
★ 本人
● 地域住民
■ 行政職員
▲ 外部人材、専門家

集落等

行政組織

民間組織

企業等

拠
点

（有）真砂

翔陽高校

ＪＡラポ「愛采市」

自家消費、廃棄

ＪＡ／キヌヤ等出荷、余剰

きのこハウス

マスフローラ

白上サロン

雁丁生産組合

川登自治会

内田自治会

金地羽原自治会

虫追自治会

市原自治会

白上自治会

宝 自治会

松原自治会

中垣内自治会

連合自治会

社会福祉協議会

老人クラブ連合会

食生活改善委員

域 外

一般家庭
（加工品）

ヘルスポイント

連携

連携

連携

連携

運営

高齢者等支援

購買部

参加

参加

協力

菓子店

うどん店

9

修了時＆その後における「地元関係図」 ～いき活きラン＝将来の夢

★

●

●

●

● ●

●

●

●

●
●

●

●

●

●地区住民
（顧客）

一般農家
（商品）

生産農家
（商品）市内に出掛けて買物

凡 例
★ 本人
● 地域住民
■ 行政職員
▲ 外部人材、専門家

集落等

行政組織

民間組織

企業等

拠
点

（有）真砂

翔陽高校

ＪＡラポ「愛采市」

自家消費、廃棄

ＪＡ／キヌヤ等出荷、余剰

域 外

一般家庭
（加工品）

連携

連携

連携

連携

運営

高齢者等支援

購買部

連携・支援情報

菓子店

うどん店

常設
いき活き市

中西地区振興センター

センター運営委員会 公民館運営委員会

ヘルスポイント

川登自治会

内田自治会

金地羽原自治会

虫追自治会

市原自治会

白上自治会

宝 自治会

松原自治会

中垣内自治会

連合自治会

社会福祉協議会

老人クラブ連合会

食生活改善委員

（株）エイト

（株）ひきみ

その他協賛企業

協賛事業所

きのこハウス

マスフローラ

新規加工グループ

新規生産グループ

ふるさとお助
け事業体

買物お助け

ふるさとを離れて暮らす人々

お出掛けお助け

田畑・里山お助け

空家・墓地お助け

その他ニーズ

人材登録

依頼

独居世帯等支援
縁組お助け

若者・子育て支援

10



「結節拠点＝郷の駅を創る」

危
機
＝
拠
点
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
、
生
き
残
ら

な
い
。
出
会
い
も
乏
し
く
、
生
活
も
不
便
。

行
動
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
暮
ら
し
と
交
通
を
結

び
付
け
る
中
心
広
場
を
地
元
に
創
る
！

定
住
住
宅
も
併
設

平成25年度の新規事業で「小さな拠点」推進モニター地区全国公募中

「合わせ技」の見本①



雲南市中野地区「笑んがわ市」

・ＪＡの空き店舗を活用し、

毎週木曜日に開催。

・産直コーナーは、地元生産
者が作った新鮮野菜、ＪＡ果
樹センターの季節の果物、
恵曇漁港からの鮮魚販売。

・憩いのコーナーは、手作り
の茶口やコーヒーが１００円
で飲み食いでき、楽しい語ら
いの場となっている。

事業分野 地域づくり 生涯学習 地域福祉

13

空き店舗活用×交流の場

↓
買い物支援×生きがい

↓
住みよい地域

自立運営

「合わせ技」の見本②

事業名：（笑んがわ市 事業）

販売コーナー

14



事業名：（笑んがわ市 事業）
憩いのコーナー

15

愛媛県との県境に位置する高知県旧西土佐村（現 四万十市）の大宮地区。四万十川の支流で
ある目黒川に沿って家屋が点在する山間の集落だ。現在の人口は135戸301人、稲作を主にした

農業が営まれている。この集落のほぼ中心に建つのが、小さなガソリンスタンドが併設された
「（株）大宮産業」。住民の出資によって設立された共同売店である。
＜写真も含めて出典 http://www.jimototaberu.net/report/15_01.html＞

住民出資の四万十市「 （株）大宮産業」

ガソリンスタンド
売店
肥料、苗販売
地元米販売
そして「たまり場」
を複合経営

「合わせ技」の見本③



高知県 平成24年度～

個別最適から全体最適＜てこ～支点・力点・作用点＞

×個別最適の追求

３つの位置、バランスが
悪いと動かない！

○全体最適の実現

全員参加でよい位置と
バランスで問題解決

座って居れば

誰かがやってく
れるかも、、

私たちこそ

持ち上げて欲し
いのに、、、

一人では支
えきれませ

ん！

力を出しても
動かない！

一番必要なとこ
ろに「作用点」

「支点」の位置と
担い手がカギ

みんなで分担し
て楽に「力点」

＝事務局機能



カルテによる情報共有（同じような地区でこんなことをしている）

中山間C

しまね暮らし

地域同士の連携、部会づくり「しまね郷づくり交流会（仮称）」

従来 ＜個別縦割り型支援＞

今後 ＜横つなぎネットワーク型支援＞

A部局 B部局 C部局
部局
連携
弱

地域
間交
流弱

支援
人員
不足

①同じような悩み、
課題を共有する地区
同士で部会づくり

定住の郷づ
くり部会

鳥獣対策
部会

交通対策
部会

②共同研修、相互視察、
情報共有（先進事例集）等のサポート

中山間PT

「山の５合目」までは一緒に登ろう！

2015年（平成27年）到達イメージ～沸騰、島根
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●過疎債ソフト事業
合計70地区！達成
●重点支援地区
23箇所展開
●実現メニュー一覧
「定住の郷づくりﾌﾟﾗﾝ」
30地区
「地域自治組織設立」
20地区
「地域サポート経営体」
20地区
「郷の駅」、「小さな拠点」
10地区
「地区防災マップ」
20地区
「移住の手引き」
20地区
「地域資源ワークショップ」
30地区
「地元学実施」
20地区
「定住カルテ作成」
70地区

しまね郷づくり交流会

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（ネ
ッ
ト
版
カ
ル
テ
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス
、
お
す
す
め
事
例
）

●『定住の郷』部会

●『地域防災』部会

●『広報誌』部会

●『地域防災』部会

本年度定住目標
達成地区！

県合計
3,000人
突破！


